
エバポレーター消臭・抗菌施工の作業手順とこ注意

必す―覇の上、施工作業を行つて下さい。

*必すエンジンを切つてから作業して下さい*

①排水ホースをさがす
。ボンネットを開ける。
'クーリングユニットから出ている排水ホース (エアコン使用時に、水がボタポタ落ちるホース)
。エンジンルームからホースが確認できない場合ジャッキアップをして、下から探して下さい。
※ディーゼル車はエンジン本体よリブローパイホースが出ている場含があります(旧式車等)。
間違いやすいね、充分注意して下さい。
・ツインエアコン装清車はクーリングユニットが2ヶ所ある為、2ヶ所からの施工が必要です。
(lヶ所]本使用の為、2本必要です。)(施工困難な車種も有ります。)

②ノズルを入れる
・付属のスポンジキャップをノズルにセットします。
・ボンネットを開け排水ホースに手が届く場合は上から作業をします。
・下からの作業時にはジャッキアップをおすすめします。
・ノズルは排水ホースから入れます。
(ノズルの入れ過ぎに注意して下さい。手順内○参照)
・ホースにスポンジキャップをねじ込んだ状態でスプレーをして下さい。

を探します。

〈手順〉

●図①のようにスボンジキャップをノズルに通した状態にし
ます。~~0図
②のように排水ホニズにノズルを差し込みますよ   ~
○ ノズルを入れ過ぜた状態でスプレーした場含はクーリン
グユニットより液があふれ出てトラブルの原因になる堀
含があります。

●図③のように、スポンジキャップを1/2ね じ込んだ状態に
します。スポンジがねじ込みにくい場合は、 ドライパー等
でスポンジキャップを押し込んで下さい。
●図④のように、スプレーをセットします。

③スプレーをする (ワンタッチ方式)
・スプレー缶は、必す垂直の状態にして使用して下さい。

④注入液量の目安
・本品1本を使い切つて下さい。

図①

車種、排気量に関係なく一定量で効果はあります。(普通乗用車を基準にしてあります。)

⑤約15分 間そのままで、放置します。
・ムースの泡がクーリングユニット内で広がつて内部を消臭・抗菌ヨートをした後、余分な液が流れでます。
・ポンネット内に忘れ物が無いか、十分確かめる。
・ボンネットを閉める。

⑥作業は以上で終了。

①作業終了後の注意事項
・エンジンをかける場合は、エアコンスイッチを切って下さい。
※オートエアコンは十分注意して下さい。
・施王後のエアコンの使用は右記を参照して下さい。

ポイン ト
・消臭効果期間は約6ヶ月が目安です。

(使用状況により効果期間の変化はあります。)
・臭いが出て来ましたら再施工をおすすめします。
・冬期間の作業方法も同様の作業です。

●エアコンをすぐに使用する場合
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